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=
高
原
の
夏
を
楽
し
む
=

日
光
林
間
学
園

「
児
童
・
生
徒
の
心
身
の
鍛
錬
と
大
自
然
の

中
で
の
健
全
な
集
団
生
活
を
体
得
さ
せ
る
」

と
い
う
教
育
効
果
を
目
的
と
し
て
区
立
日
光
林
間

学
園
が
、
七
月
二
十
三
日
に
開
園
し
ま
し
た
。

▽
…
こ
の
林
間
学
園
は
総
工
費
四
千
七
百
万
円
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、
延
七
六
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
収

容
人
員
百
五
十
名
で
生
徒
宿
舎
十
五
室
、
そ
れ
に
給
食
室

・
浴
室
・
保
健
室
・
食
堂
な
ど
が
あ
り
、
敷
地
面
積
三
万

三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
土
地
に
、
十
分
な
余
裕
を

も
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

▽
…
所
在
地
は
栃
木
県
日
光
市
所
野
一
五
四
三
番
地
の
二

で
、
日
光
国
立
公
園
の
中
で
も
華
厳
の
滝
と
と
も
に
有
名

な
霧
降
の
滝
ま
で
徒
歩
三
十
分
、
湖
沼
、
高
原
、
渓
谷
の

自
然
に
囲
こ
ま
れ
た
海
抜
六
百
八
十
メ
ー
ト
ル
の
景
勝
の

地
に
あ
り
ま
す
。

▽
…
こ
の
夏
の
入
園
予
定
者
は
、
三
千
六
百
余
名
で
、
八

月
二
十
四
日
ま
で
に
は
全
員
が
こ
の
施
設
を
利
用
し
、
き

め
ら
れ
た
日
課
に
し
た
が
っ
て
、
学
園
生
活
を
楽
し
む
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
…
ま
た
九
月
四
日
か
ら
十
月
十
三
日
ま
で
は
、
小
学
校

の
六
年
生
が
移
動
教
室
(
一
泊
二
日
)
と
し
て
利
用
す
る

予
定
が
組
ま
れ
、
教
育
委
員
会
で
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

緑
も
ふ
か
き
日
光
の

足
立
林
間
学
園
に

か
ら
だ
き
た
え
て
た
く
ま
し
く

ぼ
く
も
あ
な
た
も

あ
な
た
も
ぼ
く
も

若
い
心
の
手
を
つ
な
ぐ

「
写
真
は
ハ
イ
キ
ン
グ
に
で
か
け
る
学
園
の
生
徒
た
ち
」
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足立区予算総額

34億7千余万円に

第
二
次
追
加
更
正
予
算
決
る

一
般
会
計
九
億
二
千
二
百
四
十
四
万
余
円

昭
和
三
十
八
年
度
の
一
般
会
計
第
二
次
追
加
更

正
予
算
が
、
七
月
三
日
の
第
二
回
定
例
区
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
追
加
更
正
予
算
は
、
本
年
度
の
都
区
財

政
調
整
が
決
定
し
、
本
区
の
財
政
規
模
の
見
通
し

が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
土
木
事
業
、
教
育
行
政
等

の
経
費
を
は
じ
め
、
交
通
安
全
運
動
や
、
町
を
き

れ
い
に
す
る
運
動
、
結
婚
相
談
所
開
設
等
の
、
新

規
事
業
に
重
点
を
お
い
て
組
ま
れ
、
こ
の
追
加
更

正
予
算
額
は
九
億
二
千
万
余
円
で
、
す
で
に
決
定

し
て
い
る
予
算
額
と
合
わ
せ
ま
す
と
、
足
立
区
の

本
年
度
の
予
算
総
額
は
、
三
四
億
七
千
余
万
円
と

な
り
ま
す
。

予
算
化
し
た
主
な
事
項
を
あ
げ
て
説
明
し
ま
す

と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

区
役
所
費
…
…
職
員
の
増
員
及

び
給
与
改
訂
に
よ
る
人
件
費
が
六

二
二
三
万
円

、
文
書
交
換
用
軽
三

輪
車
老
朽
化
に
よ
る
新
車
購
入
(

三
台
)
一
〇
五
万
円
等
で
す
。

土
木
費
…
…
公
園
の
施
設
整
備

に
八
二
五
万
円
、児
童
遊
園
の
新

設
(
五
カ
所
)
及
び
施
設
整
備
七

六
一
万
円
、街
路
灯
の
維
持
修
繕

四
二
八
万
円
、街
路
灯
の
新
設

(
五
〇
四
基
)
及
び
木
柱
灯
を
鋼
管

柱
に
建
替
る
工
事
(
五
〇
〇
基
)

一
四
六
六
万
円

、
町
会
等
が
私
道

に
設
置
し
た
防
犯
灯
に
対
す
る
助

成
(
二
九
八
一
灯
)
二
九
八
万
円

道
路
、
橋
梁
、
水
路
等
の
維
持
修

繕

、
四
七
八
二
万
円
、
土
木
材
料

置
場
用
地
購
入
そ
の
他
の
費
用
、

五
〇
〇
〇
万
円
、
小
型
四
輪
ダ
ン

プ
カ
ー
(
二
台
)
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー

ダ
ー
等
の
購
入
費
が
、四
六
〇
万

円
、路
面
の
補
修
に
(
約
五
一
二

〇
〇
平
方
米
)
六
〇
〇
〇
万
円
、

雪
見
橋
架
替
工
事
、一
二
〇
〇
万

円

、
掘
さ
く
道
路
の
復
旧
、
四
四

三
〇
万
円
、
水
路
改
修
(
約
二
八

〇
米
)
一
〇
〇
〇
万
円
、
排
水
場

の
管
理

、
三
〇
六
万
円
等
で
す
。

建
築
事
業
費
…
…
庁
舎
分
室
新

築
工
事
(
組
立
式
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

七
二
、六
坪
)
三
三
七
万
円
、出

張
所
敷
地
購
入
そ
の
他
、一
一
二

四
万
円

、
第
五
出
張
所
改
築
(
鉄

筋
二
階
建
三
〇
坪
)
四
三
〇
万
円

等
で
す
。

教
育
費
…
…
職
員
の
増
員
及
び

給
与
改
訂
に
よ
る
人
件
費
五
八
九

八
万
円
、
緑
の
お
ば
さ
ん
の
身
分

切
替
(
区
の
固
有
職
員
と
な
る
)

に
よ
る
人
件
費
一
四
八
一
万
円
、

小
中
学
校
教
員
用
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

パ
ン
ツ
購
入
、二
一
七
万
円
、小

中
学
校
放
送
設
備
の
充
実
(
一
二

校
)
二
五
八
万
円
、小
中
学
校
運

営
費
三
二
七
万
円
、第
九
中
学
校

焼
失
部
分
補
修
工
事
及
び
備
品
の

購
入
、三
三
五
万
円
、小
中
学
生

に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

と
寄
生
虫
駆
除
対
策
に
五
七
七
万

円
、小
学
校
給
食
用
備
品
充
実
、

四
〇
〇
万
円
、中
学
校
ミ
ル
ク
給

食
実
施
に
伴
う
給
食
場
設
置
及
び

給
食
用
備
品
購
入
、一
六
五
〇
万

円
、
日
光
林
間
学
園
便
所
増
設
、

電
気
給
排
水
等
の
附
帯
工
事
と
調

度
備
品
購
入
、
二
三
六
万
円
、
移

動
教
室
(
日
光
林
間
学
園
併
設
)

開
設

、
二
〇
〇
万
円
、
小
中
学
校

の
営
繕
、
一
六
〇
〇
万
円

、
学
校

プ
ー
ル
建
設
(
新
設
一
校
そ
の

他
)
一
九
六
四
万
円
、
小
中
学
校

校
舎
増
改
築
(
鉄
筋
一
九
校
教
室

特
殊
工
事
費
等
)
二
億
四
七
二
万

円
、
小
中
学
校
屋
内
体
操
場
建
設
(

小
学
校
三
校
)
四
一
八
三
万
円

小
学
校
校
地
購
入
、
二
八
五
五
万

円
、
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド
拡
張
整

備
等
一
一
五
〇
万
円

、
青
少
年
補

導
、
視
覚
教
育
、
図
書
館
、
青
年

館
等
の
社
会
教
育
に
二
四
三
万
円

児
童
、
生
徒
の
健
康
安
全
教
育
振

興
三
五
〇
万
円
等
で
す
。

民
生
事
業
費
…
…
環
境
美
化
推

進
に
伴
う
公
衆
用
ゴ
ミ
容
器
購
入

四
〇
万
円
、
西
新
井
町
、
緑
町
に

建
設
中
の
保
育
園
の
運
営
と
調
度

備
品
の
購
入
に
四
六
三
万
円
、
保

育
園
新
設
(
鉄
筋
二
階
建
一
三
〇

坪
、
収
容
人
員
一
〇
〇
人
)
二
八

四
〇
万
円
等
で
す
。

諸
支
出
金
…
…
特
別
区
区
政
会

館
建
設
費
分
担
金
八
〇
〇
万
円
、

住
居
表
示
事
務
(
千
住
八
千
代
町

外
四
町
約
五
八
〇
〇
世
帯
)
一
六

五
万
円
、
新
庁
舎
建
設
費
積
立
金

五
〇
〇
〇
万
円
、
児
童
、
生
徒
の

安
全
通
学
の
た
め
の
費
用
、
一
六

四
万
円
、
通
学
路
の
補
修
及
び
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
設
置
整
備
八
九
〇
万

円
、
町
会
、
自
治
会
交
通
部
対
策

一
一
〇
万
円
等
で
す
。

そ
の
他
…
…
産
業
振
興
館
に
お

け
る
結
婚
相
談
所
開
設
、
二
一
万

円
、
足
立
区
商
工
名
鑑
作
成
、
六

〇
万
円
等
で
す
。

以
上
の
歳
出
予
算
を
賄
う
歳
入

予
算
と
し
て
は
、
区
税
の
自
然
増

収
見
込
額
一
億
三
二
六
万
円
、
特

別
区
競
馬
組
合
益
金
収
入
五
八
〇

三
万
円
、
屋
内
体
操
場
建
設
一
七

五
三
万
円
、
中
学
校
給
食
設
備
九

九
〇
万
円
、
校
地
購
入
二
八
一
五

万
円
等
の
教
育
費
補
助
金
(
既
計

上
学
校
建
設
費
補
助
金
の
一
部
が

財
政
調
整
交
付
金
に
変
更
に
よ
る

減
△
六
〇
三
六
万
円
)
前
年
度
繰

越
金
五
五
七
二
万
円
、
掘
さ
く
道

路
復
旧
費
収
入
一
一
〇
五
万
円
、

第
九
中
学
校
火
災
保
険
金
収
入
三

九
〇
万
円
、
移
動
教
室
賄
収
入
一

一
三
万
円
、
財
政
調
整
交
付
金
六

億
八
四
一
九
万
円
等
を
計
上
し
主

な
財
源
と
し
ま
し
た
。

昭和38年度足立区歳入歳出予算額( 一般会計) ( 昭和38年7月3日現在)

単位千円
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福
祉
年
金
が
増
額
に
な
り
ま
す

一
部
国
民
年
金
法
改
正

国
民
年
金
法
が
一
部
改
正
に
な

り
、
福
祉
年
金
の
内
容
改
善
と
、

高
令
任
意
加
入
者
の
再
加
入
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

九
月
か
ら
改
正
さ
れ
る
福
祉
年

金
は
、
一
年
間
に
支
給
さ
れ
る
金

額
が
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

老
令
福
祉
年
金
　
は
い
ま
ま
で

一
万
二
千
円
で
し
た
が
、
今
度
か

ら
は
、
一
万
三
千
二
百
円
に
、

障
害
福
祉
年
金
　
は
一
万
八
千

円
が
、
二
万
一
千
六
百
円
に
、

母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
　
は

一
万
二
千
円
が
、
一
万
五
千
六
百

円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

■

年
金
を
受
け
る
人
の
一
年
間

の
所
得
が
、
基
準
額
を
こ
え
る
と

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
基
準
額

が
い
ま
ま
で
の
十
五
万
円
か
ら
、

十
八
万
円
ま
で
に
、
ま
た
、
扶
養

義
務
者
の
所
得
基
準
額
は
、
五
十

万
円
か
ら
、
六
十
万
円
ま
で
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
所
得

制
限
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■

母
子
福
祉
年
金
の
子
の
年
令

制
限
も
、
義
務
教
育
を
終
っ
て
い

な
い
子
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が

こ
の
改
正
で
、
も
し
そ
の
子
が
重

い
身
体
障
害
者
で
あ
る
場
合
は
、

二
十
才
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
準
母

子
福
祉
年
金
の
孫
や
、
弟
妹
の
と

き
も
同
様
で
す
。

拠
出
年
金
で
は
、
高
令
で
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
た
人

が
こ
の
年
金
を
や
め
、
厚
生
年

金
な
ど
の
、
他
の
公
的
年
金
に
加

入
し
、
そ
の
後
ま
た
国
民
年
金
に

加
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
、
再
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
再
加
入
を
希
望
す
る
場

合
は
、
他
の
公
的
年
金
を
や
め
て

か
ら
、
三
カ
月
以
内
に
届
出
を
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
、
こ

と
し
の
七
月
十
六
日
ま
で
に
他
の

公
的
年
金
を
や
め
て
い
る
人
は
、

九
月
十
五
日
ま
で
に
申
し
出
て
下

さ
い
。

結
婚
相
談
所
が

で
き
ま
し
た

足
立
区
産
業
振
興
館
で
は
、
健

康
で
明
る
い
堅
実
な
家
庭
を
つ
く

る
た
め
の
相
談
相
手
に
な
ろ
う
と

八
月
一
日
か
ら
「
結
婚
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
相
談
は
毎
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
(

土
曜
日
の
午
後

、
休
日
を
除
く
)

毎
月
第
一
、
第
三
日
曜
日
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
振
興
館
事

務
所
で
行
な
い
ま
す
。

申
込
に
は
、
戸
籍
謄
本
、
履
歴

書
、
最
近
の
写
真
を
揃
え
て
、
必

ら
ず
本
人
が
お
持
ち
下
さ
い
。

相
談
は
一
切
無
料
、
相
互
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

な
お
振
興
館
は
、
館
内
に
式
場

及
び
披
露
の
設
備
も
あ
り
ま
す
の

で
、
結
婚
行
事
の
改
善
な
ど
に
つ

い
て
の
諸
相
談
に
も
応
じ
て
お
り

ま
す
。

電
話
　
(
8
8
1
)
一
六
六
八
・
一
六
八
九

特
別
給
付
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す

こ
の
ほ
ど
戦
没
者
等
の
妻
に
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
十
二
年
七
月
七
日

以
降
に
、
公
務
上
の
傷
病
に
か
か

り
、
こ
の
た
め
死
亡
し
た
者
の
妻

で
あ
っ
て
、
昭
和
三
十
八
年
四
月

一
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
等
を
受

け
る
権
利
の
あ
る
者
に
限
ら
れ
ま

す
。給

付
金
は
二
十
万
円
、
記
名

の
国
債
で
昭
和
三
十
八
年
十
月
三

十
一
日
に
一
万
円
、以
後
昭
和
四

十
八
年
四
月
三
十
日
に
一
万
円
が

支
給
さ
れ
る
ま
で
毎
年
四
月
三
十

日
、
十
月
三
十
一
日
に
各
一
万
円

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

請
求
の
手
続
は
八
月
一
日
か
ら

区
役
所
民
生
課
福
利
係
、
梅
島
支

所
庶
務
課
区
民
係
で
受
付
て
お
り

ま
す
。
ま
た
戦
没
者
等
の
妻
で
あ

っ
て
も
、
こ
の
特
別
給
付
金
が
も

ら
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。

足立区商工名鑑
作成 はじまる

足
立
区
で
は
「
足
立
区
商
工
名
鑑
」
を
刊

行
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
組
合
員
の
名
簿
を

集
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
を
、
一
層
正

確
に
す
る
た
め
に
、
組
合
員
名
簿
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
八
月
末
ま
で
に
送
っ
て
下
さ
い
。

こ
れ
は
、
本
区
の
発
展
す
る
産
業
を
全
国

に
宣
伝
し
、
販
路
を
広
め
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

○
問
合
せ
先
　足
立
区
役
所
経
済
課
商
工
係

(
8
8
8
)

二
一
五
一

「
足
立
区
を
住
み
よ
く
す
る
み
ん
な
の
集
い
」

九
月
七
日

足
立
区
体
育
館
で

生
活
の
無
駄
を
な
く
し
、
生
活

の
合
理
化
を
は
か
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
、
区

が
提
唱
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
新
生

活
運
動
も
、
年
を
追
っ
て
区
内
全

般
に
ひ
ろ
が
り
、
昭
和
三
十
五
年

十
一
月
二
十
八
日
に
は
役
所
と
民

間
団
体
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
、
新
生
活
運
動
推
進
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
の
住
み

良
い
明
る
い
町
づ
く
り
に
、
大
き

な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

区
で
は
、
こ
の
運
動
を
さ
ら
に

推
し
進
め
、
お
互
い
に
話
し
あ
い

た
す
け
あ
う
、
豊
か
な
市
民
性
を

た
か
め
る
た
め
に
、
九
月
七
日
午

前
十
時
か
ら
、
足
立
区
体
育
館
で

「
足
立
区
を
住
み
よ
く
す
る
み
ん

な
の
集
い
」
を
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
都
知
事
を
は
じ

め
警
察
、
消
防
、
保
健
所
等
の
都

関
係
の
役
所
と
町
会
連
合
会
ほ
か

四
十
の
民
間
団
体
が
協
力
し

て

「
き
れ
い
な
町
づ
く
り
」
「
楽
し

い
町
づ
く
り
」
「
パ
レ
ー
ド
」
と

三
部
に
わ
け
ら
れ
た
行
事
を
繰
り

ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。ミ

ス
東
京
、
ミ
ス
足
立
も
こ
の

行
事
に
参
加
し
て
な
ご
や
か
さ
を

加
え
、
各
民
間
団
体
の
フ
ラ
ワ
ー
カ

ー
十
余
台
も
、
区
内
の
主
要
道

路
を
巡
回
し
て
、
大
会
の
盛
り
上

り
に
、
は
な
や
か
な
色
ど
り
を
そ

え
ま
す
。

お
知
ら
せ

七
月
一
日
付
で
、
足
立
区
役
所

総
務
課
に
広
報
係
が
新
ら
し
く
設

け
ら
れ
、
国
民
年
金
課
の
福
祉
年

金
係
は
、
給
付
係
に
、
拠
出
年
金

係
は
、
適
用
係
と
係
名
が
変
り
ま

し
た
。
ま
た
、
梅
島
支
所
庶
務
課

の
地
番
整
理
係
は
、
住
居
表
示
係

と
変
り
ま
し
た
。

自
衛
官
募
集
中

区民税2期分の納期は

8月31日までです
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町
ぐ
る
み
の
交
通
安
全

全
町
会
・
自
治
会
に
交
通
部
を

昨
年
か
ら
、
交
通
安
全
運
動
の

推
進
母
体
が
、
都
や
特
別
区
に
移

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
区
で
は
こ
の

運
動
が
よ
り
よ
い
成
果
を
あ
げ
る

よ
う
警
察
署
は
じ
め
関
係
の
機
関

や
諸
団
体
と
と
も
に
努
力
を
続
け

て
お
り
、
区
議
会
で
も
、
さ
き
の

交
通
安
全
区
宣
言
、
ま
た
こ
の
ほ

ど
交
通
対
策
協
議
会
を
設
け
る
な

ど
、
強
力
な
推
進
態
勢
を
と
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
各
町
会
、
自

治
会
や
商
店
会
で
も
自
主
的
に
活

動
を
続
け
、
町
ぐ
る
み
の
交
通
安

全
運
動
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

こ
の
交
通
安
全
運
動
は
、
全
区

民
一
人
一
人
が
、
交
通
の
現
状
を

よ
く
理
解
し
て
交
通
道
徳
を
守
ら

な
い
限
り
、
交
通
事
故
は
な
く
な

り
ま
せ
ん
。

最
近
の
交
通
事
故
を
調
べ
て
み

ま
す
と
、
歩
行
者
の
不
注
意
に
よ

る
も
の
が
め
だ
っ
て
お
り
、
運
転

者
ば
か
り
を
せ
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
歩
行
者
の
不
注
意
に
よ

っ
て
お
き
た
事
故
は
、
重
傷
や
死

亡
事
故
が
多
く
、
本
人
は
も
ち
ろ

ん
家
庭
に
と
っ
て
と
り
か
え
し
の

つ
か
な
い
打
撃
を
こ
う
む
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
区
で
は
各
関
係
機
関

と
相
談
し
て
、
各
町
会
、
自
治
会

に
交
通
部
を
設
け
て
い
た
だ
き
、

歩
行
者
に
交
通
道
徳
を
守
っ
て
く

れ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
車
を
運
転
す
る
人
々
に

は
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
が
指

導
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
方
法
で
、
町
ぐ
る
み
、
全

区
を
あ
げ
て
の
交
通
安
全
運
動
を

行
な
い
、
足
立
区
を
無
事
故
地
帯

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
に
交
通
部
を
設
け
、
強
力
な

運
動
を
行
な
っ
て
い
る
町
会
、
自

治
会
も
多
数
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ

未
設
置
の
町
会
、
自
治
会
に
は
、

早
急
に
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

区
民
の
み
な
さ
ん
も
、
交
通
安

全
区
実
現
の
た
め
に
家
庭
を
あ
げ

て
ご
協
力
下
さ
い
。

と
く
に
、
お
年
寄
り
や
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
の
事
故
が
一
番
多
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
に
気

を
つ
け
て
下
さ
い
。

土
地
や
家
屋
を
お
持
ち
の
方
へ
お
願
い

東
京
都
で
は
、
都
税
の
計
算
事

務
等
を
電
子
計
算
機
で
行
な
い
、

事
務
能
率
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
3
9
年
度

分
か
ら
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

の
宛
名
は
「
カ
ナ
文
字
」に
な
り
ま

す
の
で
、
「
往
復
は
が
き
」
で
土

地
・
家
屋
を
お
持
ち
の
方
へ
お
名

前
の
読
み
方
を
照
会
し
て
い
ま

す
。こ

の
は
が
き
が
と
ど
き
ま
し
た

ら
、
お
名
前
の
読
み
方
を
返
信
に

書
き
、
ご
回
送
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。(

足
立
税
務
事
務
所
)

区
長
賞
に
〝
千
住
の
松
屋
〟

足
立
区
商
店
コ
ン
ク
ー
ル

足
立
区
の
商
業
発
展
の
た
め
に

毎
年
行
な
わ
れ
る
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
も
、
こ
と
し
で
十
二
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
家
具
・
衣

類
・
電
機
製
品
な
ど
の
販
売
業
を

お
も
に
審
査
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

都
の
商
店
コ
ン
ク
ー
ル
の
予
選
を

兼
ね
て
お
り
、昨
年
は
、
梅
田
銀

座
会
が
商
工
会
議
所
会
頭
賞
を
、

魚
信
商
店
が
、日
経
賞
を
、そ
の

他
数
多
く
受
賞
し
て
い
ま
す

。

今
年
の
入
賞
は

、
次
の
と
お
り

で
す

。

商
店
の
部

区

長

賞
　
千
住
の
松
屋

商
連
会
長
賞
　
オ
ッ
ト
セ
ー
洋
品
店
　

商
店
街
の
部

区

長

賞
　
北
千
住
電
車
通

サ
ー
ビ
ス
会

台 風 に そ な え て

これだけは

心得ておこう

台
風
が
く
る
前
に

■
家
の
ま
わ
り
を
キ
チ
ン
と
片

付
け
、
流
れ
出
し
た
り
、
浮
き

あ
が
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の

を
整
と
ん
し
て
お
く
。

■
屋
根
や
雨
戸
や
ヘ
イ
な
ど
が

飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
応
急
修

理
し
て
お
く
。

■
電
線
が
た
る
ん
で
い
た
り
、

ふ
れ
あ
っ
て
い
る
と
き
は
、
東

京
電
力
へ
知
ら
せ
る
。

■
病
院
や
養
老
院
は
、
警
察
署

や
消
防
署
と
よ
く
連
絡
す
る
。

■
会
社
、
工
場
で
は
浸
水
時
に

油
類
や
化
学
薬
品
が
流
れ
だ
さ

な
い
よ
う
安
全
に
管
理
す
る
。

避
難
の
用
意

■
二
食
分
ぐ
ら
い
の
食
物
(
に

ぎ
り
飯
、
乾
パ
ン
、
食
パ
ン
、

缶
詰
、
く
ん
せ
い
な
ど
火
を
使

わ
ず
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
)

■
飲
み
水
(
水
筒
に
入
れ
る
)

■
手
拭
、
チ
リ
紙
、
着
換
用
肌
着

懐
中
電
灯
、
救
急
薬
品
を
ま
と
め

て
お
く
。

■
貴
重
品
な
ど
は
一
ま
と
め
に
袋

へ
入
れ
る
。

■
火
の
気
に
は
十
分
注
意
し
、
避

難
す
る
と
き
は
必
ず
始
末
し
て
火

災
を
ふ
せ
ぐ
。

出
水
し
た
ら

■
フ
タ
の
な
い
マ
ン
ホ
ー
ル
に
は

赤
旗
を
立
て
て
お
く
。

■
水
道
の
ジ
ャ
口
を
し
め
、
ホ
ー

ス
は
よ
ご
れ
な
い
よ
う
に
は
ず
す

■
ガ
ス
は
元
セ
ン
を
し
め
る
。

■
水
の
中
を
歩
く
と
き
は
、
素
足

は
ケ
ガ
の
も
と
、
下
水
や
ミ
ゾ
に

落
ち
な
い
よ
う
に
必
ず
「
つ
え
」

を
持
つ
こ
と
。

病
人
や
老
幼
婦
女
子
は

■
出
水
し
危
険
に
な
っ
て
き
た

ら
、
区
で
指
定
し
た
区
立
小
中

学
校
の
避
難
所
へ
行
っ
て
下
さ

い
。

■
半
鐘
や
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま

し
た
ら
非
常
に
危
険
な
の
で
す

か
ら
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
へ
避

難
し
て
下
さ
い
。

■
避
難
の
場
合
は
用
意
し
た
食

料
な
ど
を
持
っ
て
ゆ
く
こ
と
。

台
風
が
さ
っ
た
ら

■
電
線
が
切
れ
て
た
れ
さ
が
っ

て
い
た
ら
、
キ
ケ
ン
で
す
か
ら

近
寄
ら
な
い
で
、
東
京
電
力
へ

知
ら
せ
る
。

■
ふ
ん
尿
は
個
人
が
勝
手
に
汲

み
捨
て
な
い
。

■
生
水
や
、
水
を
か
ぶ
っ
た
食

品
を
飲
食
し
な
い
。

■
よ
く
消
毒
す
る
。


